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自主防災組織

連絡協議会

事務局

☎22-7105

延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。

結成しました

自主防災組織率

組織数

２７９組織

組織率
８５．９０％

令和５年１０月１日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

【発電機起動！】【負傷者救助、搬送中】
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【消防団車両による一斉放水】
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【自助・共助は大切です！】 【避難完了！避難者受付】

下
伊
形
町
区
自
主
防
災
組
織
（
重
黒
木
實
行
会
長
）

は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
二
日
（
日
）
下
伊
形
営
農
集

会
所
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

【分列行進中】

下
伊
形
町
区
防
災
訓
練

塩
浜
区
自
主
防
災
組
織
（
石
川
勇
会
長
）
は
、
令
和

五
年
十
一
月
十
九
日
（
日
）
塩
浜
区
内
で
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

９
時
に
地
震
が
発
生
、
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と

の
想
定
で
第
３
２
部
消
防
団
（
徳
丸
康
彦
部
長
）
が
避

難
広
報
を
行
う
と
、
地
区
住
民
は
鶴
ヶ
丘
霊
園
、
塩
浜

緑
地
公
園
及
び
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
向
陽
台
へ
避
難
し
ま

し
た
。
避
難
訓
練
終
了
後
、
塩
浜
第
１
街
区
公
園
で
防

災
推
進
員
か
ら
津
波
避
難
時
の
注
意

点
や
地
震
以
外
で
も
津
波
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要

だ
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
訓
練
に
は
塩
浜
町

県
住
区
及
び
塩
浜
町
ひ
か
り
区
の
住

民
も
参
加
し
ま
し
た
。

大
門
北
区
自
主
防
災
組
織
（
樋
永
修
一
郎
会
長
）
は
、

令
和
五
年
十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
大
門
区
地
区
内
で

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

８
時
半
に
地
震
が
発
生
、
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た

と
の
想
定
で
第
７
部
消
防
団
（
戸
高
祐
輔
部
長
）
が
避

難
広
報
を
行
う
と
、
地
区
住
民
は
地

区
内
の
一
時
避
難
場
所
へ
避
難
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
発
電
機
の
操
作
要

領
、
簡
易
担
架
の
作
成
方
法
及
び
心

肺
蘇
生
法
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

津
波
避
難
場
所
の
樫
山
の
山
に
避
難

し
て
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

片
田
町
自
由
が
丘
区
自
主
防
災
組
織
（
渡
邉
斉
己
会

長
）
は
、
令
和
五
年
十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
片
田
街

区
公
園
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

８
時
半
に
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
第
３
３
部

消
防
団
（
甲
斐
秀
幸
部
長
）
が
避
難
広
報
を
行
う
と
地

区
住
民
は
、
片
田
街
区
公
園
に
避
難

し
て
き
ま
し
た
。

公
園
で
は
消
防
団
員
に
よ
る
消
火

ホ
ー
ス
展
張
訓
練
、
水
消
火
器
を
使

用
し
て
の
消
火
訓
練
、
心
肺
蘇
生
法

及
び
担
架
搬
送
訓
練
を
行
い
訓
練
を

終
了
し
ま
し
た
。

新
春
恒
例
の
延
岡
市
消
防
出
初
式
が
令
和
六
年
一

月
七
日
（
日
）
４
箇
所
の
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
過
以
前
の
規
模
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
延
岡
会
場
は
、
東
浜
砂
町
妙
田
緑
地
公
園
に

お
い
て
午
前
８
時
か
ら
消
防
本
部
・
署
、
消
防
団
第

１
支
団
か
ら
第
３
支
団
員
が
参
加
し
、
点
検
長
で
あ

る
読
谷
山
洋
司
市
長
の
点
検
開
始
宣
言
後
、
通
常
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

通
常
点
検
後
、
鷺
島
橋
下
流
河
川
敷
に
お
い
て
消

防
団
車
両
約
３
０
台
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、

県
の
防
災
ヘ
リ
「
あ
お
ぞ
ら
」
も
上
空
か
ら
放
水
し
、

多
く
の
方
か
ら
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

次
に
延
岡
市
役
所

前
で
徒
歩
部
隊
・
車

両
部
隊
の
順
で
分
列

行
進
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
消
防
署
、
消
防

団
及
び
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
か
ら
約
４
６
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

９
時
に
地
震
が
発
生
、
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と

の
想
定
で
第
３
４
部
消
防
団
（
中
原
翔
太
部
長
）
及
び

第
３
５
部
消
防
団
（
佐
藤
圭
一
部
長
）
が
避
難
広
報
を

行
う
と
、
地
区
住
民
は
伊
福
形
神
社
山
、
フ
ァ
ー
ツ

リ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
駐
車
場
へ

避
難
し
ま
し
た
。

避
難
訓
練
終
了
後
、
下
伊
形
営
農

集
会
所
に
て
防
災
推
進
員
か
ら
南
海

ト
ラ
フ
地
震
・
津
波
の
講
話
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
区
防
災
計
画

策
定
に
向
け
て
の
説
明
を
受
け
訓
練

を
終
了
し
ま
し
た
。



２

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７ ２

阿
蘇
区
夜
間
津
波
避
難
訓
練

【職員より説明を受けてます】

〇長浜町区防災まち歩き
２月 ４日（日）
午前 ９時～
長浜町区内

〇富美山町オリエントタウン
防災訓練

２月２５日（日）
午前 ９時〜
オリエントタウン区内

●延岡市防災講演会
２月１０日（土）
午後 １時～
延岡総合文化センター
講師：東京大学大学院情報

学環特任教授
片田敏孝氏

●延岡市防災フェスタ
２月１８日（日）
午前１０時〜午後 ４時
イオン延岡店

防災訓練

町
な
ぎ
さ
の
丘
区
内
で
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

午
前
8
時
３
０
分
に
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
た
と
の
想
定
で
訓
練
を
開

始
し
ま
し
た
。
高
台
へ
の
避
難
呼
び

か
け
の
放
送
を
聞
い
た
皆
さ
ん
は
、

３
つ
の
避
難
経
路
を
使
い
安
全
に
避

難
し
ま
し
た
。

怪
我
無
く
避
難
完
了
を
確
認
し
た

後
、
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
消
火
訓
練

を
行
い
、
操
作
要
領
か
ら
連
携
要
領

な
ど
実
施
し
て
防
災
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

阿
蘇
区
自
主
防
災
組
織
（
澤
部
長
義
会
長
）
は
、
令

和
五
年
十
一
月
七
日
（
火
）
に
阿
蘇
区
内
で
夜
間
津
波

避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
、
新
月
の
暗
い
夜
に
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

た
と
の
想
定
で
夜
間
津
波
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
に
先
立
ち
、
災
害
備
蓄
倉
庫
に
各
家
庭
毎
に
保

管
し
て
い
る
食
料
品
や
飲
料
水
な
ど
の
入
替
え
を
行
い

ま
し
た
。

午
後
6
時
か
ら
北
浦
第
1
分
団

第
１
０
部
（
河
野
勇
喜
部
長
）
の

避
難
広
報
に
よ
り
阿
蘇
漁
村
セ
ン

タ
ー
に
集
合
に
し
た
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
装
着

し
各
所
に
配
置
さ
れ
た
誘
導
員
の

案
内
に
従
い
安
全
を
確
保
し
な
が

ら
、
通
称
：
ハ
タ
ゴ
の
丘
コ
ー
ス

を
徒
歩
で
移
動
し
ま
し
た
。

午
前
8
時
5
５
分
に
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
そ
の
影

響
で
放
送
設
備
が
使
え
な
い
想
定
で
訓
練
を
開
始
し
ま

し
た
。
各
組
長
の
笛
に
よ
る
避
難
呼
び
か
け
を
聞
い
た

皆
さ
ん
は
、
各
組
毎
に
点
呼
を
行
い
、
集
合
場
所
の
稲

荷
神
社
へ
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
避
難
し
ま
し
た
。
塚

原
会
長
か
ら
「
地
震
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
普
段
か
ら
し
っ
か
り
備
え
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

富
美
山
北
団
地
公
民
館
に
移
動
し
た
後
、

訓
練
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い
、
胸
骨
圧
迫
か
ら

Ａ
Ｅ
Ｄ
装
着
ま
で
の
心
肺
蘇
生
法
及
び
１

１
９
通
報
要
領
を
体
験
し
ま
し
た
。

防
災
講
話
で
は
、
地
震
か
ら
身
を
守
り

素
早
く
・
安
全
に
避
難
す
る
為
に
寝
室
の

安
全
確
保
を
ス
ラ
イ
ド
で
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
住
宅
密
集
地
火
災
の
特
徴
で
、
強

風
な
ど
の
気
象
条
件
に
よ
り
被
害
が
急
速

に
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
声
を
掛

け
合
っ
て
風
上
へ
避
難
す
る
事
が
大
切
に

な
る
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
防
災
訓
練

を
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

富

美

山

町

北

団

地

防

災

訓

練
【ヘッドライト、非常用持出袋よし】

無

鹿

町

１

区

防

災

講

話

無
鹿
町
１
区
自
主
防
災
組
織
（
梶
本
幸
延
会
長
）

は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
（
水
）
に
無
鹿
公
民

館
で
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
地
震
は
暗
い

時
間
帯
に
発
生
す
る
事
が
あ
り
寝
室

な
ど
、
家
具
の
配
置
や
固
定
に
よ
り

安
全
に
避
難
す
る
態
勢
の
確
保
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
方
及
び
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
な
ど
の
説
明
を
受

け
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

富
美
山
町
北
団
地
自
主
防
災
組
織
（
塚
原
俊
彦
会

長
）
は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
（
土
）
富
美
山
町

北
団
地
内
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

塩
浜
町
な
ぎ
さ
の
丘
区
防
災
訓
練

塩
浜
町
な
ぎ
さ
の
丘
区
自
主
防
災
組
織
（
酒
井
四
男

会
長
）
は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
二
日
（
日
）
に
塩
浜

【親子の参加もありました】 【ポンプ準備よし】 【ヘルメット着用】

【一緒に行くよ】【続々と避難場所へ】

防災講話

○土々呂町中村１区防災講話
２月２４日（土）
午前９時１５分～
延岡市職業訓練支援センター

〇大武町２区防災講話
２月２５日（日）
午前１０時～
大武公民館


